








研究目的 

 未熟児医療へのintensive careの導入により,出生体重が1,500gにも満たない云わゆる

極小未熟児においても著明な生存率の上昇をみつつある。 

 しかしながら,この極小未熟児群においては,人工換気を必要とした重篤例は今日なおそ

の予後は不良であるとの報告も散見され,intensive care の中心をなす人工換気療法の長

期予後に対する効果が定かではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


